
Chemical Physics under 極限状態物性学
Extreme Conditions

I　極限環境でのX線・レーザー分光
X-ray/laser spectroscopy under extreme conditions

和達大樹・中田勝
Wadati, H. and Nakata, S.

　遷移金属化合物に対して、レーザー、放射光、X線自由電子レーザーの時間構造を用い、
電荷・スピン・格子のダイナミクス観測を行った。特に、波長 800 nmや 1030 nmの赤外
の超短パルスレーザーで励起（ポンプ）し、その後のダイナミクスを X線や可視・赤外
のパルスで観測（プローブ）するようなポンププローブ型測定により、La1/3Sr2/3FeO3、
SrFeO3−δ、λ-Ti3O5 の薄膜試料における電荷とスピンのダイナミクスを明らかにした。ま
た、波長 1030 nmのレーザーを用いて、NiCo2O4薄膜において酸化物で初めてのレーザー
励起磁化反転を観測した。
さらに、第一原理計算による L10型 FePtの圧縮異常と軌道の効果の研究を行い、これ
までの我々の実験結果とよく一致した計算結果を得ることができた。

II　遷移金属酸化物の新しい電子状態
Novel electronic structures of transition-metal oxides

中田勝・和達大樹
Nakata, S. and Wadati, H.

　遷移金属酸化物において、新しい電子状態を探求した。特に、台湾の放射光施設 (Taiwan

photon source)において銅酸化物高温超伝導体の共鳴非弾性X線散乱測定を行い、電荷励
起スペクトルを観測した。実験室においては一軸性圧力装置を用いたユニークなラマン散
乱装置の構築を進めた。また実験室X線光電子分光装置を用い、コバルト酸化物・ルテニ
ウム酸化物の系統的な電子状態測定を行った。そのほかにも、銅酸化物高温超伝導体の電
子状態の実空間不均一性の検証、RBi2およびRAgBi2（R = La, Ce, Sm）の角度分解型
光電子分光、ルテニウム酸化物の磁気円二色性など、多くの分光測定を実験室・放射光施
設で行った。

Annual Review Graduate School of Science, University of Hyogo　No.34　（ 2022 - 2023 ）

－53－



III　 3Dプリンタによる顕微鏡の開発
Development of a microscope using a 3D printer

和達大樹・中田勝
Wadati, H. and Nakata, S.

　磁性体の実空間における磁区観察には、光学台や顕微鏡装置などの高価かつ大掛かりな
装置が利用されてきた。我々は、3D プリンタ技術により顕微鏡を作るOpenFlexure 顕微
鏡をベースとして、片手サイズの磁気光学カー顕微鏡を開発した。特に、静的な磁区観察
だけでなく、試料の上部に設置した電磁石により連続可変な磁場の印加を目指した。こう
して開発した機構により、今後磁場印加下での様々な磁性試料の磁区観察が期待できる。
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1 科学研究費補助金 (2019～2023年度) 新学術領域研究　課題番号: 19H05822

研究課題 量子液晶の物性科学
研究代表者 芝内孝禎
研究分担者 和達大樹
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研究分担者 和達大樹
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4 旭硝子財団　若手継続グラント (2020～2022年度）
研究課題 スピンダイナミクス解明のための時間空間元素分解軟X線カー効果

の開発
研究代表者 和達大樹

5 ひょうご科学技術協会　学術研究助成 (2022年度)

研究課題 高効率に高次高調波を出す固体物質の探索と超高速スピンダイナ
ミクスへの応用

研究代表者 和達大樹
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研究代表者 中田勝
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研究課題 Doping dependent study of charge ordering phenomena

in YBa2Cu3O6+x under uniaxial stress
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研究課題 Doping dependent study of charge ordering phenomena

in YBa2Cu3O6+x under uniaxial stress

研究代表者 中田勝
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